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論 文内容の要旨

この論文では，一変置と多変量の極値統計量の漸近理論と， 11順序統計量の統計的推測への応用につい

て研究した。

第 l章では，一変:lil確率糠本から得られる極{直統計量の漸近理論を取り放った。正目IJ変動関数の理論

を用いて，極値統計量が極値分布に弱収束する様子と弱収束するための条件を調べた。まず，有限な端

点を持つ分布から得られる標本の場合に極値統計量の基準化係数の決定に関する結果を得た。次に，極

値統計量が二重指数分布に弱収束するための簡単な十分条件を示L，そのときの基準化係数の式表現を

導いた。この条件は，統計学で用いられる多くの分布に適用できることを例で示した。この章の結果は，

Rresnickのtaileguivalenceの結果の拡張と応用になっている。

第2章では，多変量確率標本から得られる多変量極値統計量の漸近理論を取り扱った。一変量極値分

布に関する基本的な結果が多変量極値分布の場合にも成立することを示L，周辺独立性による多変量極

{直分布の特徴付けを行った。この特徴付けにより多変量極値分布の満たす不等式の下限を精密化した。

また， Marshall & OJkinの多変量極値理論の結果を用いてResnickのtailequIralenceの結果を多変量

の場合に拡張した。

第3章では，順序統計量の理論を用いて分布の外れ値の性質について考察した。まず， 形状ノマラ メー

ターが変動するWeibull分布族がNeyman& Scottのいうoutlier-pronecompletelyであることを示し

た。また，標本にoutlierが発生しやすいかと'うかを示すGreenによって定義された外れ値の性質を調

べてl 次の結果を得た。二つの分布のtaiJの比が正則変動関数になるならば二つの分布は同じ外れ値の

性質を持つ。極値分布の裂と外れ値の性質の問には関係がある。
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最後に第4章では，順序統計量と極値統計量の統計的推測への応用について考察した。まず，時間打

切り取替えなしの寿命試験を考えた。 Padgett& Weiにより示された，故障個数を検定統計量とする

逐次検定方式の結果の改良と拡張を行った。また，同じ検定統計量に基づく他の逐次検定方式を提案し，

oc関数，平均標本時間等を求めた。提案した方式は帰無仮説が正しいとき早く帰無仮説を受容する O
次に，極値統計量の関数が最大確率推定量となる非正則な推定問題を考え，二つの最大確率推定量の危

険関数の比の極限によって二次の漸近有効性が議論できることを示した。

論文の審査結果の要旨

本論文は，極値統計量と順序統計-量の理論に関して著者が発表して来た一連の研究論文の集大成であ

るO

第 1章は， 1次元の場合の極値統計量を扱う O 基準化された極値統計量の漸近分布である極値分布は

3つの型φ，曹， Aのどれかに一致することが知られているが著者はまず極値分布が曹になるための

必要十分条件を与え，次に極値分布がAになるための十分条件と基準化係数を定める公式を与える 2つ

の定理を得た。

第2章では，極値統計量を多次元化して，多次元極値分布の成分が確率的に独立であるための必要十

分条件を最も簡単な形で与えた。次に極値分布の型と分布の裾の確率の同等性との聞の関係を明らかに

する定理を得た。

第3章では，外れ値の起こり易さをJI閲亨統計量を利用して考察し，まず、Weibull分布の族が完全outlier-

proneであることを証明した。また極値分布の 2つの型φ，Aと外れ値の性質との関係を調べた。

第4章では，まず逐次寿命検定においてPadgett-Weiの方式を一般化して，帰無仮説が正しいとき

採択を早くする 1つの方式を得た。次に非正則推定論への応用を論じ，最大確率推定量の 2つの列に対

し， 2次の効率の算式を構成した。

これらの結果は，極値統計量と順序統計量の理論への著しい貢献であって博士論文として価値あるも

のと認める O




